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「伝統とフードロス削減に向けて」 取材先：鳴海餅本店 

 

ユースサポーターの３名で鳴海餅本店さんを訪問し、お話を伺って

きました。今回は、フードロス削減をテーマに、実際に対策をされ

ているということでお話を伺ってきました。 

 

 

●創業 150周年で若手？ 

鳴海餅本店さんは、明治 8（1875）年に創業し、令和７（2025）年で創業 150 周年を迎え

られた歴史ある和菓子屋さんです。京都で初めて自動餅つき機の導入や栗赤飯を販売する

など様々な歴史がありますが、和菓子業界ではやっと若手じゃなくなったのではとのこと

でした。（それだけ、歴史ある業界であるということがわかりました） 

 

●フードロス削減に向けた取組 

まず、鳴海餅本店さんは、「京都の町の文化風習に根ざしたお赤飯やお餅、お菓子の販売」

をされている会社になります。個人の方への販売の他、飲食店やホテルなどの企業向けにも

販売されているとのことでした。 

フードロス削減に向けて、最も大事なことは、「適切な量の製造」とのことですが、当た

り前のことのように思えるかもしれませんが、実際に取り組んでいる企業は少ないのでは

ないかということでした。鳴海餅本店さんでは、お祝いごとや祇園祭など商品が売れやすい

時期は多めに作るなど、昨年度の実績を見て、製造量を決めているそうです。 

その他には伝統的な製造方法により、製造中のフードロス削減はほぼ発生させていない

とのことでした。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

●新たな削減に向けた取組 

フードロス削減に向けた新たな取組として、冷凍食品を販売されているとのことでした。こ

ちらは、コロナ禍の際に食品ロスメーカーと協力して開発したもので、具体的には、お雑煮

の冷凍食品を製造されているとのことでした。冷凍技術の向上により、鳴海餅本店の味を落

とすことなく、賞味期限が長い商品にできたとのことです。 
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●フードロス削減のために 

鳴海餅本店さんのお話を伺う中で、フードロスが発生する背景として、経済とも関連して

いるというお話を伺いました。例えば、物価上昇に伴い、配送も高額となることから、余分

な数を発注される取引先がおられたりするそうです。 

余分な発注が、フードロスに繋がることがあるため、鳴海餅本店さんでは、取引先とも対

話することにより、取引も含めた全体でフードロス削減に寄与しているとのことでした。具

体的には、賞味期限が長い冷凍食品を販売することにより、一度で多くの数の発注があった

としても、フードロスに繋がらないように努めているとのことでした。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飲食店等が行っているフードロス対策を具体的に知ることで、消費者も工夫を活かすこ

とが大切だと感じました。 

また、今後は人口減少していく傾向にあるため、大量生産は時代に逆行していることが分

かり、適切な量の製造を心掛けることが大切だと感じました。 
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生物多様性保全と社会インフラを支える 取材先：日新電機株式会社 

2024 年 12 月 19 日に日新電機株式会社（以下、日新電機という。）

を訪問しました。日新電機株式会社が環境に対してどんな取り組み

をしているのか等について説明いただきしました。取材の様子は京

都府広報番組「あったか京都」（KBS 京都テレビ）でも放映されまし

た。こちらの記事では取材当日の様子をお伝えします。 

 

●地球環境を守る日新電機株式会社 

 

まずは、社員さんから日新電機株式会社についての説明を伺いました。 

日新電機は 100 年以上の歴史を持つ会社です。主にビルや工場に電力を安定供給するた

めの設備を製造する電力機器メーカーです。 

同社の研修施設「日新アカデミー研修センター（以下、研修センターという。）」では、太

陽光パネルを設置するほか、生物多様性保全のため、希少植物や京都ゆかりの植物の保全に

取り組んでいます。中でも研修センター敷地内に「雨庭」という仕組みがあることをご紹介

いただきました。「雨庭」は、地上に降った雨を下水道に流すのではなく、ゆっくりと地下

浸透させることにより、緑化、水質浄化、ヒートアイランド現象の緩和や公共下水道の処理

能力を超えて降った雨水が溢れ出す被害の抑制など様々な効果が期待されています。 

また、フタバアオイといった希少な植物や京都ゆかりの植物の保全もされていました。 

 

●工場内を実際に見学！ 

次に、工場内で実施中の「再生可能エネルギーアグリゲーション実証」を見学しました。

この実証は、再生可能エネルギー（以下、「再エネ」という。）の地産地消と調整力の最適運

用で地域循環型の脱炭素化に貢献するために始められたものです。 

2050 年のカーボンニュートラル実現に向けて、太陽光発電など再エネの普及が拡大して

いますが、電力の安定供給のためには、需要と供給が常に一致し続けるようにバランスを取

る必要があるとのことです。 

再エネは天候によって発電電力が安定しないことがあるため、需給バランスの維持が課

題となっています。そこで、蓄電池をはじめとする分散型電源など多種多様な需要側のリソ
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ースを調整力として制御することで、地域の再エネ導入加速や再エネ地産地消への貢献が

期待されています。  

 

 

●太陽光パネルを見学！ 

再び研修センターに戻り、屋上に設置されている太陽光パネルを見学しました。容量は約

100KW もあるそうで、およそ年間で 20 世帯分、日新アカデミー研修センターで使用 され

ている年間電力の 20％をこの太陽光発電で賄っているとのことでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



WE DO KYOTO！ユースサポーター 

企業訪問結果報告 

●まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの生活に必要不可欠な電気は当たり前にあるものではなく、多くの人やいろいろ

な技術のおかげで不自由なく電気が使えていることが再認識できました。  

取材した内容をまとめたポスターを作成し、京都環境フェスティバル 2025 で発表をしま

した。また、取材の様子は、「あったか京都」という KBS の番組でも取り上げていただきま

した！ぜひご覧ください！ 

https://www.kbs-kyoto.co.jp/tv/attaka/entry/attaka_2501_138453.htm 

（６月頃までの掲載予定） 


